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学生アンケート 　今回は、学部４年生または大学院修士（博士前期）課程２年生に、 

「就職活動体験」について聞いてみました。受験生や在学生
の皆さんに、卒業・修了後の進路の１つである就職の参考になれば 

幸いです。 

●4年 
　自分はツキに恵まれて、就職活動らしい活動もせずに内々定を決めて 
しまいました。面接では個人的に面談を求められてそのまま2次面接へ 
と進んだ挙句、SPIも皆が言うほど難しくもなく、自分にとってはただの通過点のよ
うなものでした。世間ではもっと苦労していらっしゃる方が多いかと思いますが、や
ってみれば意外と何とかなるものなので気楽にやるのが一番いいのではないかと
いうのが、就職活動を通じて感じたことです。 
●4年 
　私が就職活動を通じて学んだことは、自分を認めてもらうには何より自分を知る
ことが大切だということです。なぜなら、何かを認めるにはそのものを良く知って
いなければならなく、自分を一番理解できるのは自分だからです。それを理解した
上で、十把一絡げにされている自分をいかにして見つけてもらうかを考え、受動的
に自分を見てもらうことに頼るのではなく、能動的にアピールすることが内定への
第一歩かと思います。 
●4年 
　僕が就職活動を終えて今思うことは、もっと早い段階から活動を始めるべきだっ
たということです。僕が活動を始めたのは３年次の3月の中頃でした。企業によって
はエントリーを締め切っていたり、説明会の日程が終わっている企業もありました。
説明会を回らなければ、自分にあった仕事や、やりたいと思う仕事をなかなか見つ
けることができず、焦りだけが募りました。結局僕の場合は3社目の学校推薦で無
事に内々定を貰うことができました。 

●4年 
　3年次の10月から11月末にかけて20～30社、人材、教育関係の会社 
説明会に参加し3社の選考を受け、1月に第一志望の会社に内々定。 
　就職活動を通して自分のやりたいことが明確になっていきました。アドバイ 
スは事前に会場を確認しておくこと、敬語を日頃から身に付けておくこと、考えをまと
めて話す練習をすることです。 
 「会社に入ってこういうことをしたい」というビジョンを持って前向きに頑張ることが
大切だと思います。 
●4年 
　3年次の6月から3月に公務員対策講座を受講。良い点は効率的に勉強を進められた
ところ。苦労した点は9月に実習で講座が受けられず、70時間分をDVDで補講したこ
とです。 
　4年次の4月からは問題集で勉強を進め、5月半ばから8月に県庁をはじめ、市役所、
国立大学法人等を受験。徐々に落ち着いて試験を受けられるようになっていきました。 
　就職活動は自分を見つめ直す機会。「自分ならできる！」という気持ちで取り組んで
下さい。 
●大学院教育学研究科修士課程2年 
　なぜ就職活動をするのだろう・・・。私の就職活動はそ
のような問いから始まったと思います。正直なところ、就
職活動を終えた今もその問いに対するはっきりした答え
は出ていません。ただ、「後悔の残る選択だけはしたくな
い」という気持ちで就職活動に臨んだということだけは
確かです。悩んだという経験は決して無駄にはなること
はないと思います。大いに悩み、少しでも後悔のないみ
ちを進んで欲しいと思います。 

●4年 
　自分のやりたい仕事を求めた。平行して民間も受けた。 
　内々定は貰えず、最終的には公務員に受かった。嬉しかった、安心した。 
　就職活動は面接が重要！民間での面接が公務員にも役だった。 
　就職情報は就職情報サイトだけではない。合同説明会や大学に来る求人、ジョブ
カフェなどもチェックすべき。 
　また、大学のセミナーや進路相談など大学の支援をフル活用すべき。 
　就職活動でお金がかかるのは仕方ない。（グリーン車も贅沢して使いました。） 
●4年 
　地元か栃木で企業探し。しかし、筆記や面接ですぐに落選。やる気も無くなりかけ
た。そんな時に先輩からのアドバイスや、友達と気持ちを共有することで安心した。 
　そこに製紙関連の企業から大学に求人が。工場見学にも参加して興味が増し、選
考を受けることに。 
　面接のポイントは、話すことを文章ではなくキーワードで覚えること。 
　何とか内々定をもらいました！ 
　人の繋がりが自分を支えてくれた。そして、焦らず、休む時は休んで良い。 
●4年 
　就職で一番に考えたことは地元での就職。どんなにやりたい
仕事でも地元以外の場所でしか出来ない仕事なら、それは諦め
て地元で就職する。地元第一だった。 
　内々定先は長期休みの際に、バイトをしていた所。１社目で内々
定をもらったので、就職活動で苦労はしていない。 
　大学でさまざまな分野に興味を持って、真面目に勉強すれば
面接で非常に役立つ。遊ぶことも大事だが、勉学にも励むべき。 
　 

農学部 

教育学部 

国際学部 ●4年 
　就職活動を始めたのは３年次の12月からです。東京ビッグサイトの合 
同説明会に参加しました。私は行きたい会社の説明会、入りたいと思った 
会社の面接しか受けませんでした。内々定を貰ったのは2月の月末で、凄く嬉しかった。
大変だったことは、１週間の内、4回程度東京まで行き、面接や説明会に行かなければな
らなかったこと。嬉しかったことは、面接を通過出来たことです。就職活動は早くスター
トするべきだと私は思っています。 
●4年 
　会社説明会や面接などのたびに東京へ行くのが、金銭的、時間的、体力的に大変だっ
た。自分がどんな仕事をしたいのかまったくわからなかったので、どのように企業を絞
ればいいのかわからなかった。でも、漠然とでも就職活動をしていくうちに、なんとな
くでも自分がどんなことに向いているのか見えてくることはあると思う。 
　面接はやっていくうちに慣れていくので、数をこなした方がいい。 
●4年 
　私は留学していたため、就職活動を始めたのはすでに４年次
の4月に入っていた。そして、留学したが4年で卒業したい私は、
単位と時間の壁があり、１社を本気でがんばる事を決め、内定
がいただけないときは、また違う国に留
学しようと考えていた。しかし、１社でも
気持ちが込められていれば、ちゃんと認
めてくれる。就職活動はテクニックも必
要だが、それ以上に熱心に取り組むこと
が大切であると感じた。 
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農学部 

農学部総務係　Tel.028-649-5398 
http：//agri.mine.utsunomiya-u.ac.jp

●お問い合わせ● 

日 月 （日） 
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